
第四十三条の三の二十三

原子力規制委員会は、発電用原子炉施設の位置、構造若しくは設
備が第四十三条の三の六第一項第四号の基準に適合していないと認
めるとき、発電用原子炉施設が第四十三条の三の十四の技術上の基
準に適合していないと認めるとき、又は発電用原子炉施設の保全、
発電用原子炉の運転若しくは核燃料物質若しくは核燃料物質によつ
て汚染された物の運搬、貯蔵若しくは廃棄に関する措置が前条第一
項の規定に基づく原子力規制委員会規則の規定に違反していると認
めるときは、その発電用原子炉設置者に対し、当該発電用原子炉施
設の使用の停止、改造、修理又は移転、発電用原子炉の運転の方法
の指定その他保安のために必要な措置を命ずることができる。

■バックフィット命令！



法令等改正型 と ৿知見対応型





バックフィットルール（法令等改正型）

猶予期間の設定を基本とする

緊急の必要性があれば即時適用する

猶予期間終了時には厳格に適用する





ＤＮＰの噴出規模の見直しに係る設置変更の許可までの間
は、他の審査・検査中の案件については従前の火山事象に
関する想定を前提として規制基準への適合性を判断する。



■関電の火山灰評価

設計層厚 25cm
噴火規模 11km3



バックフィットなのに？

なぜ停止命令を出さないのか？

猶予期間すら定めない

緊急性なしとの判断基準・決定プロセスに疑問











火山灰影響評価の流れ

＜原子炉設置許可＞基本設計
・対象火山噴火の選定
・噴火規模の設定
・設計層厚の算出・設定

＜工事計画認可＞詳細設計
・荷重による影響評価
・機器の機能評価

＜保安規定認可＞手順書
・火山灰濃度の算出・設定
・フィルǿの目詰り評価・交換手順
・徐灰の手順の設定



火山灰によるフィルタ閉塞の評価で用いる火山灰濃度／規制委資料より





火山灰濃度 層厚

エイヤヒャトラ氷河 3.2mg/m3 0.5cm

セントヘレンズ 33mg/m3 0.8cm

富士宝永噴火 1,000mg/m3 16cm

規制庁試算① 600mg/m3 15cm

☆規制庁試算② 2～4g/m3 15cm

☆規制庁試算③ 数g/m3 15cm





■火山灰濃度の改定



火山灰濃度 設計層厚
2016/10/05 富士宝永噴火等
2017/06/14 情報収集要請
2017/07/19 濃度考え方
2017/12/14 改定規則施行
2018/03/28 調査結果について
2018/11/21 調査結果について
2018/11/26 保安規定補正申請
2018/12/12 報告徴収命令
2018/12/17 保安規定認可
2018/12/31 猶予期間期限





■火山灰濃度の改定





2018年11月21日 定例会合 規制対応検討指示
2018年12月3日 三幹部会合
2018年12月6日 事前会合
2018年12月12日 定例会合 報告聴取命令
2018年12月19日 火山灰濃度改定 保安規定認可
2018年12月31日 火山灰濃度改定 猶予期間切れ


